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松島湾の日の出 

謹賀新年 
 2017年(平成29年)は「第56回全日本スクエアダンス

コンベンションin仙台」の年。東北での全国大会開催

は７年ぶりで、全国著名コーラーのコールでレベル別

に終日踊ることのできるまたとない機会です。 

 東北の各クラブから多くの会員が仙台に参集され、

ダンスを楽しみそして仙台大会を成功させましょう。 

あけましておめでとうございます。 

東北統括支部会員の皆様方におかれまして

は、お健やかに新春をお迎えのこととお慶び

申し上げます。今年も皆様と共にスクエアダ

ンスの楽しさをより多くの方々に広めてまい

りたいと思います。 

 今、私たちが楽しんでいるスクエアダンス

は諸先輩の方々の弛まない普及推進の努力の

おかげと心より敬服いたしております。現在

の社会環境は、少子高齢化に伴い普及活動に

ついては、なかなか厳しい状況は否めませ

ん。Ｓ協機関紙でも紹介されていますが（明

日への種蒔き・学校教育への取り組み・スク

エアダンス体験会・教室の推進等）。スクエ

アダンスの楽しさをこれからも多くの方に楽

しんでいただくように伝えていければとの想

いは、各団体・スクエアダンス愛好者の願い

ではないでしょうか！。そんな願いを、東北

支部一丸となって、スクエアダンスを多くの

方々へ体験会の開催を最重要課題として取り

組んで頂きますよう皆様のご支援、ご協力よ

ろしくお願い申し上げま

す。 

 また、今年は第５６回

全日本スクエアダンスコ

ンベンションin仙台が、平成２９年８月１８

日～２０日の三日間仙台国際ホテルで、七年

ぶりに開催されます。これはスクエアダンス

普及推進の絶好の機会でもあります。つきま

しては支部スクエアダンス愛好者の方々のご

参加を賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

 第５６回全日本スクエアダンスコンベン

ションin仙台でお会いしましょう！ 

「「広広瀬瀬川川  心心ととききめめくく  めめぐぐりり逢逢いい    

              絆絆をを結結ぶぶ  ココンンベベンンシショョンン」」  

ススククエエアアダダンンススはは友友のの輪輪  人人のの輪輪  ダダンンススのの輪輪  

新年のご挨拶 

東北統括支部長 水間 清蔵 

訂訂正正ししてておお詫詫びびししまますす  
前第139号2ページ「表2016年度期役員・監事」の記事にお
ける監事伊豆田様のお名前「哲哉」は「哲彌」の誤りでした。
確認が不十分でした。        
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第42回東北スクエアダンスジャン

ボリーは、秋田県連絡協議会が主管

と な り、去 る 11月 12 日(土）～ 13 日

（日）に総勢162名の参加をいただ

き、秋 田 市 青 少 年 交 流 セ ン タ ー

「ユースパル」において開催いたしま

した。 ご参加頂いた仲間の皆様、あ

りがとうございました。厚く御礼申し上

げます。 

今回のゲストには秋田県の会員の

熱望で、神奈川県ドリームファンタジ

ア鈴木孝子様をお迎えしました。参

加者から素晴らしいエンターテイメン

トで楽しい夢の世界へ連れて行って

いただいた、大変素晴らしかったと

大好評でした。 

省みますと、1年前にユースパルを

予約し、実行委員会を立ち上げ、

ユースパルの各会場や宿泊室を確

認し、レストランとも打ち合わせをし準

備をしてまいりました。最近のジャン

ボリー参加人数は120名弱ですの

で、果たして120名を集められるか不

安でした。蓋を開けてみると、低コス

トでルームチャージなしの個室やツ

インが好評で、申込初日午前中に個

室・ツインが定員に達し、3人部屋或

いは4人部屋に変更をお願いする電

話をさせて頂きました。又、期日前に

定員に達し、締め切りのお葉書を統

括支部各クラブにお出しし、ホーム

ページにも載せて頂きました。宿泊

はゲストの方を含め127名、日帰り(秋

田の会員は日帰り参加も可としてい

ました。)が35名でした。申込終盤に

申込された方々のために、快く日帰

りに切り替えて2部屋を空けてくれた

秋田の会員に感謝したいと思いま

す。 

今回は4名の幹事と各クラブからの

スタッフ合計11名の実行委員が水間

統括支部長さんをはじめ、役員の

方々のご支援を得て準備に当たって

まいりました。いつものホテルではな

い公の会場でし

たので、ホテルの

ようなサービスが

なく、自分たちが

行う仕事が多々

ありま し たが、事

前に実行委員会

を重ねた事で解

決できました。秋田のスタッフの協力

頑張りに感謝です。 

今回のジャンボリーでは初めて

ベーシックをプログラムに取り入れま

した。ダンス会場をＢ・ＭＳ、Ｐ・ Ａ２に

分けました。参加者から参加しやす

いプログラムで良かったと感想を頂き

ました。 多くのダンサーが参加しや

すいプログラムをと秋田方式を試み

ました。先輩ダンサーの優しい笑顔

溢れるエスコートに初めて参加した

ダンサーから「とても楽しかった、嬉し

かった」との感想がありました。踊って

くださった皆様、大成功の良いジャン

ボリーだったとメールをくださった皆

様ありがとうございました。  

第４２回東北スクエアダンスジャンボリー 好評裏に終了 
11月12日、13日 秋田市で開催 

  第４２回東北スクエアダンスジャンボリーを省みて 
実行委員長 小田内 マサ子(秋田コールツフートスクエアーズ) 

 秋も深まり紅葉

も残り少なくなっ

た 11 月 １ ２、13

日、秋 田 市 の 青

少 年 交 流 セ ン

ターで第42回東

北スクエアダンス

ジャンボリーが開催されました。160

名を超える参加者があり、ゲストコー

ラーの鈴木孝子さんを始め多彩な

コーラー、キュアーの方々においで

いただきました。地元開催のため久

しぶりに参加することにしたものの、

私は楽しさ半分、不安半分という気

持ちでした。 

 私はもともと耳の聞こえがよい方で

はなく、年齢とともにコールが聴きと

りにくくなり、ミスも多くなりました。と

ころが２か月ほど前にクラブのコー

ラーさんがＦＭ送信機“聴こえるく

ん”を購入してくれました。イヤホンを

つけてみると、その時々で聞こえ方

は少々違うのですが、なによりも聞き

とれない不安から解放されて集中で

きるようになりました。 

 ジャンボリー一番のハプニングは、

初日のラストのとき突然会場が暗くな

り、天井一面に無数の青い星が現

れたことではないでしょうか。皆の足

も止まってしまいましたが。 

 この星空とイヤホンは、ジャンボ

リーの思いでとして私の中にずっと

残ると思います。少しだけ自信回復

もできたので、来年の全日本コンベ

ンションにもぜひ行ってみたい…と

ひそかに思ったりするこの頃です。 

 第42回東北スクエアダンスジャンボリーを終えて 
スクエアダンスクラブアゼリア 飯塚 千代子 
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 二日前には足

早にやってきた冬

の足音に心配さ

れた天気も、当日

は午後から気持

ちのいい日差しが

差し込み、11月

12、13日の日程で、第42回東北スク

エアダンスジャンボリーが始まりまし

た。 

 ゲストコーラーの鈴木孝子さんをお

迎えして華やかな開幕となりました。

受付を担当していたこともあり少し遅

れて会場に入りましたが、何せ初め

てのジャンボリー参加ですので、経験

が３年未満の私は不安でいっぱいで

した。手始めは、仲間のクラブ員と手

をとり踊りの輪の中に入りましたが、

耳慣れないことと会場の音響状況か

らコールが聴き取れず、戸惑いもあり

うまくいきませんでした。そんなとき、

男性の方が優しく「踊りましょうか」と

お声をかけてくださいました。勇気を

出して、「お願いします」といって一番

前のセットで踊りました。このセットに

は男性が３人お入りになっていて、初

心者でもとても踊りやすく、笑顔でエ

スコートしてくだされ、私も笑顔を返し

たつもりですが顔が引きつっていた

かもしれません。あとで、この方たち

は役員の方々とわかりビックリでした。 

 係りの仕事で時々会場から離れる

こともあり、戻ったらちょうど鈴木孝子

さんのコールが聞こえました。高音の

素晴らしさに聞きほれていたら突然

低音の男性の声が聞こえ、アレッ‼ど

こかに男性コーラーさんがおられお

二人でコールされているのかしら、と

しばらくキョロキョロしていたら、お一

人で高音と低音を自在に使い分けら

れていることに気づいて驚きでした。

曲目も我が青春時代の懐かしい曲が

次々と出てきて、踊れる幸せを感じつ

つも鈴木孝子さんのパフォーマンス

に目を奪われ、次々と出てくる小物

使いに見とれました。赤い帽子も素

敵で、一瞬雰囲気が変わりました。ラ

ストコールではステージから降りて

セットの中に入られる見事さと、いま

前の方からコールが聞こえていたと

思いきや目の前に現れて、いつの間

に？と驚く間もなく「見とれないでネ」

とおっしゃたときにはもう足元が怪しく

なっていて、皆で笑い合いました。薔

薇の帽子にストールはなんとも素敵

でした。 

 ラストコールで全員がセットを作った

ときは場内が一様になり、色とりどりの

コスチュームを揺らして波打つように

動く様は、俯瞰してみたらどんなに綺

麗だったろうと思いました。 

 各地からご参加くださった皆様方、

初冬の秋田の二日間をお楽しみいた

だけたでしょうか。少しでもお心に留

めていただければ嬉しいです。 

第42回東北スクエアダンスジャンボリーに参加して 
秋田コールツフートスクエアーズ 三国 理恵 

↑ 第1会場でのダンスの様子 

↑ 第2会場でのダンスの様子 

↑ゲスト鈴木孝子さんの 
  コール 

↑会場の 
  秋田青少年センター ↑セレモニー水間支部長挨拶(上)と役員（下） 
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 今年の春山形スクエアダンス愛好

会に入会して練習時間の少ない私

に「今年、東北ジャンボリーが秋田で

あるから一緒に行きましょう。」と声を

かけていただき、秋田へ‼が私の目

標になりました。そして無謀にも今回

参加させていただきました。出発前

日、不安と緊張で参加申し込みをし

なければよかったと後悔の念でいっ

ぱいになっているとき、先輩の方から

嬉しいお心づかいのメールが2件あり

ました。「明日受理票を忘れないよう

に。」「貴方は大丈夫です、ベーシッ

クをまずは楽しみましょう。」と。 

 会場は色とりどりで華やか。私も新

しいコスチュームに初めてのパニエ。

固まっている私ですがコーラーさんと

お話しさせていただくことができまし

た。「僕、サークルを五つ潰したこと

がありまして、コーラーとしてはまだま

だです。」私、ドキッとしました。サー

クルが壊れても「あー失敗した。ごめ

んなさい。」となにげなく踊っていた

のです。コーラーさんのご苦労に気

づかないでいました。またお会いで

きる時までにちゃんと踊れるように

なっていたいです。未熟な私と踊っ

ていただきありがとうございました。 

 夢中で踊るサークルの真ん中にい

つの間にかゲストの鈴木孝子さんが

いらっしゃる…ビックリするやら、うれ

しいやら、次は別のサークルの真ん

中に… 楽しい！ 

楽しい！ 

 楽しい時間は

アッというまに過

ぎて、足取り軽く、心も軽く、家路に

向かうバスから見る月はスーパー

ムーン。すてきな一句も聞かせてもら

い幸せを感じます。 

 「来年はＭＳを・仙台全国コンベン

ションです。」といただいたメールに

は続きがありました。さあ大変だ、気

持ちを込めて、イザ仙台目指して‼ 

 大会の準備をしていただいた秋田

の皆様、役員の皆様、本当にありが

とうございます。 

第42回東北スクエアダンスジャンボリーに参加させていただいて  
山形スクエアダンス愛好会 関沼 まつ江 

 最初に仙台

Zig・ZagS.D.C

の名称の由来

から紹介しま

す。 

 「人生寄り道

をしながらZig・

Zagに歩き（生き）、思いもよらないい

ろいろな人達との出逢いと感動に喜

び、スクエアダンスを楽しみます。ス

クエアダンスにより人と人との繋がり

や相手を思う優しさ親睦を大切に

し、スクエアダンスを生涯共に学ぶ

サークルでありたい。」ということを念

頭に会員から名称を募集したところ

一番人気はZig・Zagでした。ところが

全国をみてみるとZig・Zagという愛称

名のクラブがほかにあるため、頭に

「仙台」をつけクラブ名にしました。 

クラブバッチも会員からの募集に

より決定しました。仙台Zig・Zagのメン

バーはダンスが好きで楽しく踊りたい

メンバーの集まりですが、パーティが

苦手な方が多く、他のクラブのアニ

バーサリーへの参加が少ないので、

これからダンスの楽しさをいろいろと

味わって頂くようにと思っています。 

当クラブは男性が15名、女性が22

名と比較的男女のバランスが良いク

ラブだと思います。会員の中では、５

～５０年ぶりに踊った方や、体と脳の

リハビリのため４８年ぶりに踊り始め

た方まで、例会では和気あいあいと

踊っております。男性が比較的多い

クラブですが、私が男性軍の前でウ

ロウロして誘われるのを待っているの

ですが、なぜか素通りされます

（笑）。長くダンスを踊っていくには、

無理なく楽しくダンスを♪♪ そんな

考えで例会を進めています。 

一年一年、歳を重ねていくなか

で、一つの趣味であるスクエアダンス

を足、腰が立たなくなるまで続けてい

くためには、クラブ名の由来にもある

ように相手を思う優しさ、思いやりの

あるクラブとしてこれからも会員一同

心を一つにして、無理なく、楽しく、

長く踊っていきます。 

最後に、クラブ結成から約５年た

ちますが、クラブとしてはまだ“ひよっ

こ”です。東北のスクエアダンスクラ

ブ会員の皆様、ご指導とご鞭撻をよ

ろしくお願いいたします。  

新規加盟クラブ紹介 
 スクエアダンスの楽しさをもう一度‼ 

仙台Zig・ZagS.D.C 湯村 ゆり子     
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 今回は、僕自

身が宮城南ブ

ロック長となって

初めての講習会

企画となり、まわ

りのスタッフ及び

ボランティアの

方々に支えられながら、何とか無事

に終える事ができ、ほっとしておりま

す。参加人数も、受講生のみで７２

名となり、近年まれにみる盛況でし

た。これも、講師としてお呼びした伊

藤達彦様や水間いく子様の魅力、

水間東北統括支部支部長のご尽

力、参加した受講生の東北のスクエ

アダンスを盛り上げていこうという熱

意、スタッフやボランティアの方々の

ご協力によるものと心より感謝したい

と思います。有難うございました。 

講習会の内容としては、僕自身が

コーラーA１コースの講師を担当した

事もあり、伊藤様（コーラーA２）、水

間様(ダンサー)のコースをほとんど

拝見する事ができなかったので、A１

コースに関してのみ、書かせて頂き

ます。 

A１コースの受講生５名は非常に

熱心で、僕の言う事を一つも逃すま

いと真剣に僕と向き合って頂けたの

ではないかと思います。その甲斐

あってか、はたまた今回の受講生全

員が非常に優秀であったためか分

かりませんが、見学に来られたA２

コースの講師伊藤達彦様及びA２

コースの方々より、心よりのお褒めの

言葉を頂けるまでのコールができま

した。僕が教えた事はちょっとだけ、

『リズムを大切にしたコールをしましょ

う。』、『コールに愛をこめましょう。』、

『無理せず、背伸びをしない。』、

『いっぱいダンスを踊りましょう。』、

『変顔の練習』、ほんとにこれだけな

のです。今回、受講された方々は、

教えた事を基に、良いコーラー、良

い指導者となり、今後の東北を色々

な形で盛り上げる活躍をして頂ける

ものと心より期待しています。僕自身

も受講生の皆様に遅れをとらないよ

う、また良いお手本であり続けられる

よう、より一層努力をしようと考えさせ

られる良い刺激を頂きました。次に

受講生の皆様と会う機会が今から楽

しみです。色々なところでお会いし

た時は、是非、お声をかけて頂けれ

ばと思います。 

第５１回東北スクエアダンス講習会を振り返って 
仙台グリーンリーブズスクエアダンスクラブ 中川 学 

第５１回東北スクエアダンス講習会を開催 

東北統括支部の主要事業「東北スクエアダンス講習

会」は今年度第51回目を迎え、去る7月23日、24日の

二日間、仙台市旭ケ丘市民センターで開催しました。 

講習会はコーラーコースとダンサーコースがあります。

コーラーコースは、これからコールを始めようとしている

人が対象のA1、既にコールをしている人が対象のA2の

二つのコースに分かれ、講師はA1コースが中川学氏

（仙台グリーンリーブズＳＤＣ）、A2コースが伊藤達彦氏

（カントリースクエアーズＳＤＣ）で受講者はそれぞれ5
名、9名でした。今回のダンサーコースのレベルはアドバ

ンスで講師は水間いく子氏（仙台スウィートレディースＳ

ＤＣ）、受講者は58名でした。 

各コースとも例年になく多くの会員が受講され、盛り

上がった講習会となりました。 

↑ A2コースで機材の説明をされる伊藤達彦講師 ↑ A1コース会場での中川学講師と受講生 
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このたびはA2コースの講習ご指

導有難うございました。この講習を

受けて自分の視野は360度を超えて

大きく広がったような気が致しており

ます。これまでは自らの好奇心の赴

くままに試行錯誤を重ねながら勉強

を続けて参りました。一方、ビギナー

への指導などは、ある程度の年季が

入れば片手間にできる物と高を括っ

ておりました。しかし、今回の受講を

通して、ある重要な視点が欠落して

いたことを教えて頂きました。それ

は、ビギナーに喜んで留まって貰う

ための具体的、合理的、かつ綿密な

仕組みをあらかじめ作っておかなけ

ればならないということです。そのた

めの大まかなカリキュラムなどは当

然各クラブにあると思うのですが、特

に初めて来て頂いたビギナーへの

接し方が大切なようです。かつては

スパルタ式で牽引することのできた

SD発展期ならいざ知らず、娯楽の

多様化や、何といっても、いやドレカ

といったらショーシコーレーカなどに

より新たなる挑戦期に入ったともい

える現代において、ビギナーは大切

に、大切にお迎えすべきお客様で

す。自分自身がビギナーであった頃

を思えば当然解りそうなことですが、

ビギナーは、何かと不安になりが

ち、孤立しがち、飽きがち、そして諦

めがちです。それらを防ぐために

は、メンバー同士が協力し合って、

十分に低いハードルから気楽に楽し

く踊って貰い、毎回終わるたびにカ

タルシスにも似た心地よい充実感を

味わって貰う（そして気が付いた頃

にはこの素晴らしくも摩訶不思議な

世界にどっぷりと漬かってしまい、抜

けるに抜けられなくなってしまう…よ

うにする）といった（至極当たり前の）

ことが大切です。ただ、そのための

緻密なノウハウが欠けていたのです

が、このたびの講習で様々なヒント、

たとえばスタートを感じさせないス

タート方法や、また技術的にはフラ

ダンス風？ダンスによる始まり、エル

ボースウィングの取り入れなど、その

他種々のアイデアを惜しげもなく教

えて頂きました。改めてお礼申し上

げます。 

講習は緊張もありましたが和気

藹々とした楽しいものでした。受講

中に笑い上戸と化してしまった○子

さんは旧交のヨシミを誇るかのように

「たっちゃん、たっちゃん…」と気安く

呼んでおりましたが、畏れ多くも初

対面にして青二才の自分がまさかそ

う呼ぶわけにもいかず、さりとて「た

つにいさん」とお呼びするのもイカガ

ナモノカ…などと思案しているうちに

お声掛けもできず、すべてが終わっ

てしまいました。しかし呼称がないの

は機械と違って不便なので、支障の

ないことを前提に（仮称）『師匠』とお

呼びし、以後勝手に私淑しておりま

す。次回お会いしたときは（達人の）

『たっちゃん』とお呼びしても宜しい

でしょうか。 

ところで『師匠』は余談の折に、

「…つまるところ人間性の問題だ…」

といったニュアンスのお言葉をさりげ

なく仰っていたように記憶しておりま

す。そのとき『ジコチュー不安神経

症』の私は人知れず冷や汗タラリの

心境でした…。確かに『師匠』は、素

晴らしい人間性

の持ち主です。

高いモラルインテ

リジェンスと公平

なマナザシ。反

骨の気概を秘め

ながらも人情の

機微に通暁した朝モヤのような巧ま

ざるユーモヤと、冗談とは決して言

えない巧みなジョーク。それらを洗

練させ、鍛え上げた挙句の、天性

か?とも見紛うMCとしての才能。そん

な才能に溺れることのない、緻密に

して周到なご準備。さらにスクエアダ

ンス界の行く末を案じては、『全日

空』で飛び回ってどこまでも人助け

に粉骨砕身しておられるお姿…。そ

んな高みを仰げばトートシ…と自ず

から合掌してしまう私です。 

一方自分自身はと言うと、コー

ラーとしての初期の試練をなんとか

通過してからというものは、その後幾

多の骨身に応える忠告をも「われ関

節炎」（訳：我関せず焉）とばかりに

受け流して、自己流を貫いてきたよ

うな気が致します。あれから四十

年…いやサバを読んでも十年そこそ

こでしたが、私としてはクラブへの暗

黙的半強制的自発的忠誠への順応

も含めて長足の進歩を遂げました。

しかしながら当方、いまだにまともな

挨拶すらできず、義理は垣根の欠き

通し…といった類いの未熟者である

ことを、ここに改めて慙愧の念と共に

白状致します。最後に『師匠』の

益々のご活躍と、（できれば）金銭的

援助も厭わぬ人助けにより、SD界の

希望の星となられんことを祈念致し

ます。（SDジャングルの王者『たっ

ちゃん』万歳！） 

（出しそびれた）『師匠』への手紙 
 仙台スクエアダンス愛好会（アグリーダックス） 相馬 直明 
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前日までの暑さが嘘のような最高

気温22℃という絶好のダンス日和の

7月23日～24日に講習会に参加して

きました。 

私は、スクエアダンスを始めたの

は20年ほど前になりますが、仕事と

介護などにより十数年間クラブの例

会やパーティなどに参加することが

できない状況が続きました。ダンスレ

ベルもプラスまででしたが、退職を控

えスクエアダンスをもう一度してみた

いと思っていた2年前にペッパーミン

トのアドバンス講習会参加の機会を

いただきました。講習は終了しました

が、パーティなどでアドバンスを踊る

自信はありませんでした。 

そのような時に東北スクエアダンス

講習会ダンサーコースでアドバンス

の研修があることを知り、パーティで

踊れるダンサーを目指そうと思い、

さっそく申し込みました。 

7月 23日（1日目）、顔見知りの

方々が受付にいて一安心したもの

の、更衣室では知らない顔・顔・

顔・・・・・チョット勢い込んできたけれ

ど不安がよぎりました。 

開講式の後にコース別研修が行

われました。ダンサーコースの講師

は水間いく子氏で、早速カップルを

作るように言われ、58人で大きな

サークルを作っ

て か ら の ご 挨

拶、緊張がほぐ

れるような始まり

でした。その後

研修が始まりま

し た。水間い く

子 氏 は「コ ー

ラ ー に よ っ て

コールの解釈が

違うので今日は

私の解釈に従っ

てください。」と

言われました

が、研修が進

むにつれ「なる

ほど」「目から鱗だわ」と、その意味を

理解することができました。 

7月24日（2日目）は、9時30分から

全体講義、10時からコース別研修が

行われました。私も2日目で緊張もほ

ぐれ、相手の動きを見て踊る余裕も

でてきたように感じました。 

水間いく子氏は研修期間中「目を

見て、相手の目を見て」と何度も言わ

れましたが、最初の頃は相手を見る

余裕もなく、また何のために目を見る

のか解りませんでしたが、研修を受

けているうちに、スクエアダンスは全

体のタイミングが重要なんだと気づく

ことができました。 

この二日間、大変充実した研修を

受けることができ、今後は、一緒に

踊って楽しいといわれるようなダン

サーを目指したいと思います。最後

に、講師の水間いく子氏並びに役員

の方々にご指導いただきましたこと、

深く感謝申し上げます。 

第51回東北スクエアダンス講習会ダンサーコースに参加して 
大河原チェリービーンズＳＤＣ 齋藤 郁子 

ダンサーコース会場での水間いく子講師とダンサー 

９年ぶりのジャンボリーで心が一つに!! 
秋田県連絡協議会会長 小田内マサ子  

9年ぶりに第42回東北スクエアダンスジャンボリーは

秋田の担当になりました。 

ここ数年参加者が120名弱のこともあり、ルームチャー

ジ無しで個室及びツインの宿泊室を有するユースパル

が会場の候補になり、1年前に会場予約をし、統括支部

長と秋田の4クラブに報告しました。ゲストは鈴木孝子氏

と皆が熱望、統括支部長にお願いしました。3月に実行

委員会を立ち上げ、本番までに6回の実行委員会を重

ね意見を出し合い、確認をしながら当日を迎えました。 

120名の予定が日帰り参加を含め162名のご参加を

得、大盛況に！！ 秋田の会員は一致団結し、フル回

転で頑張りました。13日終了後は皆充実感と、無事終

えた安堵感で、笑顔が溢れていました。 

この余韻を12月18日に秋田テルサで行われる合同ク

リスマス会に持ち込み、又心を一つに楽しい１日をと

思っています。 

県支部だより  秋田 
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青森のスクエア事情 

青森ゆララスクエアダンスクラブ 石舘 愛子 

今年は八戸ホワイトホースと弘前さくらでアニバーサ

リーがありました。12月には毎年恒例のモッキンバード

のクリスマス会が開催されます。このクリスマス会には県

内のダンサーが集結し、交流会のような役目を果たして

います。お久しぶりーのハグから始まって、別世界の一

日を楽しみます。 

青森では県外のパーティに行く人がだいたい決まっ

ていて、まだまだ自分のサークル内でスクエアを楽しん

でいる人が多いです。青森はどこに行くにも遠いこと、

遠慮がちの方も多いことなどで県外のパーティへの参

加者がなかなか増えません。県内でのパーティには多

くの方が参加し、楽しめるように各クラブで会員をお誘

いし合っています。まずは地元のパーティに参加して

パーティの醍醐味を体験し、ダンスに自信を付けて欲し

いです。そしてパーティの中でお知り合いもできて、少

しずつ遠方のパーティにも足を延ばして個性豊かない

ろいろなコーラーさんの下でダンスの世界を広げてくれ

たら嬉しいのですが。 

またもう一つの課題は今後どのようにして新しく会員

を増やしていくかです。今までは現会員の方がスクエア

の魅力を発信することでそのお友達が新たに会員に

なって発展してきました。しかしやはりお仕事やご家族

の事情などで時間を作るのが難しい方も多く、新しい会

員が中々増えていないのが現状です。一方で現会員

の方も忙しく過ごしている合間を縫って来てくれてクラ

ブを盛り上げてくれます。現会員の方の生き生きとした

姿を体験会などで見てスクエアの楽しさを感じてくれた

らと思います。 

厳冬期に入り、ゆララ夜の部は2か月程休会になりま

す。ゆララでは春から夜の部のビギナーコースが始まり

ます。ビギナーさんが増えてくれるよう魅力ある体験会

の計画を練りながら春を待ちます。 

県支部だより 青森 

東北スタッフ研修会を実施 

テーマは 「目指せ、体験会10万人」 

東北各地から52名が参加 

講師の左：辻田満氏、右：中村禮子氏 

11月27日（日）13時30分から約2時間にわたり、仙

台市黒松市民センターにおいて2016年東北スタッフ研

修会を実施しました。 

 講師に一般社団法人日本スクエアダンス協会の副会

長普及特別委員会委員長中村禮子氏、地域普及小委員

会委員長辻田満氏のお二人をお迎えし、「スクエアダ

ンスの新しい普及方策：目指せ体験会10万人」をテー

マに講話をしていただきました。 

 会員増強に取り組むクラブ関係者にとって、経験豊

富で実例に富むお二人のお話はとても参考になること

が多く、参加者一同充実した時間を過ごす事ができま

した。 

 会場は仙台でしたが、仙台はもとより東北の各地か

ら多くのスクエアダンス愛好者が受講され、聴講者会

員数は５２名でした。 

(聴講者の寄稿文は、次ページに掲載しています。) 会場の仙台市黒松市民センター会議室は聴講者で

満席になりました 
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 去る 11月 27

日、「スクエアダ

ンスの新しい普

及方策」をテー

マに研修会が

開催 され ま し

た。 

定員を超える参加者で盛況の内

に始まり、講師の中村禮子Ｓ協副会

長が、テーマに沿った実行計画の

概要について説明されました。特に

初心者講習会の前にハードルを下

げて、体験会を通してSDの楽しさを

知ってもらう取り組みに重点を置い

ているとの事でした。そのための各

種資料を今期までにPCにアップした

いとの意向なので楽しみです。 

次に辻田満Ｓ協参与から、本題に

ついてのヒントが軽妙な語り口で述

べられ、ついつい引き込まれてしま

いました。主な内容を箇条書きで記

します。 

・スクエアダンスの原点としての特徴 

①変化と意外性 

②コーラーの存在 

③仲間を増やす喜び 

・また、原点2となる特徴として 

④Ｓ協は法人格を有し、公共性と社

会貢献の義務を負う 

・これらのことを念頭に置いて、今後

の方策は 

①元々若者の踊りであることと、売り

は何かを明確にすること 

 踊る世代（市場）で変える必要あり 

 「ジュニア」マスゲーム、集団行動、

学習活動など 

 「ミドル」男女共同、連帯感、仲間

作り、コスチュームなど 

 「シニア」ボケ防止、脳機能活性化 

②一人ではできないので、どこと組

むか、何と組むかを探す 

③今までの延長線ではなく、新しい

やり方を考える。 

④普及サポーター（コーラーまでの

スキルは要求しない）を育成する 

⑤メーリングリストの活用 

以上まとまりのないリポートに「なっ

てしまいましたが、我が福島県でもこ

れらのことを参考に、皆さんの協力

をいただいて、はやく体験会、初心

者講習会などを開催できるようにし

たいと思います。 

福島スクエアダンスクラブ 

 岩野 龍彦 

去る１１月２７日（日）東北統括支

部主催のスタッフ研修会が開催され

ました。当日午前中の県支部代表

幹事会に引き続き、各県代表と仙

台・山形の各クラブから参加を頂き

ました。研修テーマは「スクエアダン

スの新しい普及方策」。講師には、

SD協会副会長・普及特別委員長中

村禮子氏、SD協会参与・地域普及

小委員長辻田満氏のお二人を迎

え、約２時間熱き講義を受け５２名の

参加者は、熱心にメモるなど真剣さ

を感じる研修会でした。 

講師から、全国の会員状況で初

心者講習会など、会員は増えては

いるが更新しない方や高齢化で体

調や夜間危ないからと退会され、横

ばいで推移し会員拡大になってい

ない。東北全体（含フリー）を見ても

減少傾向となって増えてない。そこ

でS協の中期計画として新しい普及

方策「体験者１０万人運動」を提唱

し、普及特別委員会は「目指せ体験

者１０万人」運動を実施。膝を交えて

意見交換。東北は６つ目であと４月

に九州でと全国展開中。 

パンフ・倫理綱領はじめ体験会に

参考・利活用出来るマニアル教材・

音源などを準備中。各クラブでは初

心者講習会とは別に、是非「体験

会」を開き一般市民にSDを周知させ

体験させてほしい。一般社団法人と

なり法人格を持ったことから公益に

相応しい活動として自分たちだけで

無く、広く国民に知ってもらい楽しん

で頂き社会的役割を果たしながら愛

好者の輪を大きくする目的です。 

体験会は工夫し色々なやり方が

ある。まずSDを知って頂き、体験を

して楽しんで頂くことが大切。体験

者を増やす事がひいては会員拡大

に繋がる。体験会では参加者の状

況により弾力的に考え、初歩的な

ベーシックで楽し

んで頂く様にセ

レクトする。また

子供（ジュニア）、

青年層（ミドル）、

高齢者（シニア）

な ど 年 齢層 に

よってSDへの誘い説明も異ってく

る。これを機に東北として体験会の

取組みを強化し会員拡大に邁進し

ましょう。そして実施報告書を支部長

宛にお願いします。また、東北では

地域普及委員（普及サポーター）が

僅か２名だけ。進んで登録願いた

い。 

７０年前にニブロ氏にFD・SDが紹

介された以降の歴史に触れながら

青年層、コーラーの少なさなど絶滅

危惧種に例えてユーモア交えての

熱弁講義でした。時間が足りなかっ

たが、とても参加者が前向きに、普

及・体験に掛ける熱い想いを感じ得

たスタッフ研修会でした。  

盛岡キャラメイツＳＤＣ 

 佐々木 傳 

東北スクエアダンス スタッフ研修会に参加して 
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▼今号は、支部事業に参加された

多くの方々の寄稿を掲載しました

ので10ページになりました。それぞれに読みごたえがあ

ります。仲間の考え・感想を知ることができるのは楽しい

ものです。とくとご覧ください。▼2016年東北ＳＤジャン

ボリーin秋田への参加者数は、小田内実行委員長が別

項で述べられているように、ここ数年の例をを大幅に上

回り、開催1か月前には定員に達して申し込みを締め切

るという盛況でした。▼小田内さんは要因についても述

べられていますが、いずれも担当された秋田県支部の

取り組みが実を結んだものでしょう。魅力ある内容をでき

るだけ安く提供し、情報を的確に発信することが大切な

のですね。このことは今年2017年開催の仙台コンベン

ションでも言えることと思います。▼この秋田ジャンボ

リーに、筆者は他の仲間とともに仙台からバスで往復し

参加してきました。往路は東北・秋田自動車道、復路は

湯沢横手道路、国道13・108号経由で、紅葉はやや盛り

を過ぎていました。復路ではリーダーの発案で奥羽本

線十文字駅近くの「横手増田伝統的建造物群保存地

区」を散策してきました。▼主要街道である羽州街道か

らは少し外れているものの地方交通の要衝で、江戸期

寛永年間から秋田藩南部の流通の拠点となった地とい

います。明治以降も生糸、葉タバコ、酒造業で発展し、

保存・公開されている建物の内部は当時の隆盛を物語

る構造と内装でした。▼地方には知られざる（知ってい

ない）歴史遺産がたくさん残っているのですね。ダンスも

楽しみましたが、今回のジャンボリー行では、思いがけ

ない所に立ち寄ることができ、印象に残るツアーになり

ました。これもＳＤの楽しみ方の一つでしょう。（ＳＤＣス

ウィートメモリーズ 赤塚吉雄 yoshioakatsuka@gmail.com） 

編編  集集  人人  のの  窓窓  

東北統括支部・県支部事業、クラブパーティ情報東北統括支部・県支部事業、クラブパーティ情報  

 今後おおよそ1年間に開催予定の東北統括支部事業（★）、県支部事業（☆）、クラブアニバーサリーパーティ情

報（○）を掲載します。（クラブパーティはアニバーサリーパーティに限らせていただきます。） 

 以下の次年度東北統括支部事業（★）は最終的な決定をみていませんが、各クラブの次年度行事計画策定の参

考にするため予定として掲載します。諸事情により日程、会場の変更もありますので、ご了承ください。 

 なお、来年度の全日本ＳＤコンベンションは東北統括支部が主管となり仙台で開催しますので、東北ＳＤジャンボ

リーは行われません。 

★第52回東北スクエアダンス講習会 

 【開催日】 2017/7/1（土）～2（日） 【会場】 リンクモア平安閣市民ホール(青森市民ホール） 

★第38回東北ラウンドダンス講習会 

 【開催日】 2017/10/22（日）  【会場】 仙台市内 

★平成29年度スタッフ研修会 

 【開催日】 2017/11/5（日）  【会場】 花巻市内 

☆岩手県スクエアダンス研修会 
 【開催日】 2017/6/10（土）10:00～15:30  【会場】 水沢翠明荘 

 【講師】佐藤英俊氏（シュガーメイトスクエアーズ） 
 【参加費】 3,000円（昼食含む）  【問合先】 佐藤ヨシ子 Tel/Fax: 0197-33-2667 

○弘前さくら創立９周年アニバーサリー 

 【開催日】2017/4/23（日）  【会場】 弘前市内 

 【プログラム】 MS・PLUS  

 【ゲスト】 水間いく子氏（仙台スウィートレディースSDC）、水間清蔵氏（SDCスウィートメモリーズ）、

 【参加費】 2,000円（昼食各自） 【問合せ先】 福井深雪 Tel: 090-2986-1104 

○第20回スウィートファミリーアニバーサリー 

 【開催日】2017/5/21（日）  【会場】 日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター） 

 【プログラム】 MS（☆P・☆A・☆C1）  

 【ゲスト】 田島治氏（鎌倉ビーチ＆スターズ）、大上徹氏（城東ＳＤＣ）、  

 【参加費】 3,000円（昼食含む）   【問合せ先】 水間清蔵＆いく子 Tel/Fax: 022-378-3071 


